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３ 議会だより かみかつ 33号 ２議会だより かみかつ 33号

❖ 当初予算の様子を家計に例えてみました ❖

支 出収 入

21年度当初予算額

世帯数

年収の額

26億7,200万円

850世帯

3,143,529円　

年収の額は、町の21年度当初予算額を町の世帯数で割算したもの

平成21年度 特別会計予算

平成21年度 一般会計当初予算

26億7,200万円
第２回 
定例会

議
案
１
号

上
勝
町
地
域
活
性
化
・
生
活

対
策
事
業
基
金
条
例
の
制
定

に
つ
い
て

議
案
２
号

20
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
歳

入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１
億
７，
５
６

２
万
９
千
円
を
追
加
し
、
28
億

７，
２
１
４
万
５
千
円
と
す
る

第１回 
臨時会

平成21年度 一般会計の主なもの

● 町営住宅建設事業　

● 国土調査事業　

● 地域活性化・生活対策
　臨時交付金事業

2億1,306万1千円

1億4,705万3千円

4,680万円      

人
権
擁
護
委
員
再
任
に

同
意
し
ま
し
た
︵
敬
称
略
︶

● 

任
期
　

平
成
21
年
７
月
１
日
よ
り

              

平
成
24
年
６
月
30 
日
ま
で

上
勝
町
教
育
委
員
会
委
員

の
任
命
に
同
意
し
ま
し
た

大字正木

柏 木 俊 美

大字福原

仁 田 宗 男

︵
敬
称
略
︶

● 

任
期
　

平
成
21
年
４
月
１
日
よ
り

              

平
成
24
年
10
月
31
日
ま
で

2億8,120万円       

3億3,684万8千円

1億8,761万2千円

2,837万7千円

3,770万円       

2,400万円       

● 国民健康保険（事業勘定）

● 介護保険

● 国民健康保険（診療施設）

● 福原診療施設

● 東地区簡易水道

● 西地区簡易水道

1,400万円       

252万1千円

342万2千円

3,556万8千円

65万円       

70万円       

● いっきゅう地区簡易水道

● 奨学資金

● 老人保健事業

● 後期高齢者医療事業

● 高鉾財産区

● 福原財産区

ふ
る
さ
と
・
緊
急

地
域
雇
用
創
出
事
業

● 
ふ
る
さ
と
雇
用
再
生
特
別

　 

基
金
事
業

　
事
　

業
　

費
　

２，
４
０
０
万
円

　
雇
用
人
数
　

７
人

● 

緊
急
雇
用
創
出
事
業

　
事
　

業
　

費
　

１，
４
９
０
万
円

　
雇
用
人
数
　

　
人
15

支出の種類 平成21年度の歳出支出（円) 構成比(%)

ローンの返済 公債費502,871 16.0

収入の種類 平成21年度の歳入収入（円) 構成比(%)

給与 町税160,202 5.1

預金取崩し 繰入金644,667 20.5

前の年の節約

親からの援助

繰越金11,765 0.4

新しいローン 町債462,471 14.7

計 3,143,529 100.0

地方交付税1,176,471 37.5

国庫支出金126,189 4.0

県支出金359,362 11.4

地方譲与税47,059 1.5

地方消費税
交付金

17,647 0.6

その他の交付金17,376 0.5

雑収入
（パート収入等）

使用料・手数料
分担金・負担金
財産収入・諸収入
寄附金

120,320 3.8
衣　食　費 人件費538,957 17.1

子どもへの仕送り 繰出金190,770 6.1

教育費・医療費 扶助費188,640 6.0

預金 積立金42,362 1.3

家、車などの修繕費 維持補修費15,956 0.5

計 3,143,529 100.0

家の購入・改築
車の購入など

普通建設事業費
災害復旧費

795,782 25.3

自治会費・交際費
同好会費など

補助費等242,741 7.7

電気・水道・消耗品
など

物件費602,202 19.2

生命・損害保険
など

投資及び出資金
貸付金

11,853 0.4

急な支出に備えて
準備

予備費11,395 0.4

会 

期
　

１
日

平
成
21
年
２
月
23
日

会 期　15日

開 会　平成21年３月９日

閉 会　平成21年３月23日



平成20年度 一般会計補正予算

平成20年度 特別会計補正予算

1億  992万8千円

27億6,221万7千円

減額補正額

総額

422万円

3億3,143万6千円

追加補正額

総額

介護保険

448万5千円

3,901万3千円

追加補正額

総額

後期高齢者医療事業

　
　
　
現
在
も
産
業
課
の
職

　
　
　
員
が
こ
の
こ
と
に
つ

い
て
努
力
せ
ら
れ
数
件
の
斡

旋
が
な
さ
れ
て
い
る
と
聞
い

て
い
る
が
、
今
後
高
齢
者
が

増
え
る
中
、
農
作
業
の
手
が

回
ら
な
く
な
り
放
任
さ
れ
荒

廃
地
が
増
加
す
る
と
思
わ
れ

る
。
こ
れ
に
対
応
す
る
た
め

庁
舎
内
に
専
従
職
員
を
２
〜

３
名
置
き
、
放
任
荒
廃
地
、

今
後
発
生
す
る
と
思
わ
れ
る

放
任
荒
廃
地
お
よ
び
遊
休
地

を
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
し
て
、
地

域
の
代
表
者
等
と
協
議
し
な

が
ら
地
主
と
売
買
ま
た
は
賃

貸
借
等
の
了
解
を
得
て
、
Ｕ

タ
ー
ン
・
Ｉ
タ
ー
ン
者
等
へ

の
紹
介
を
行
う
。

　
農
業
法
人
等
を
設
立
し
、

Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
者
が
農
業
体

験
を
で
き
る
農
地
等
を
確
保

し
、
体
験
し
て
貰
い
、
農
地

等
の
斡
旋
を
す
る
。

　
体
験
者
の
住
宅
に
つ
い
て

は
、
現
在
使
用
さ
れ
て
い
な

い
教
員
住
宅
等
を
利
用
し
、

体
験
当
時
は
、
収
入
も
な
い

の
で
電
気
、
水
道
代
ぐ
ら
い

で
よ
い
が
、
収
入
が
見
込
め

る
よ
う
に
な
れ
ば
、
家
賃
を

取
れ
ば
よ
い
の
で
な
い
か
。

そ
う
す
る
こ
と
に
よ
り
空
き

住
宅
の
有
効
利
用
に
な
る
の

で
な
い
か
。

　
　
　
　
　
　
　

専
従
職
員

　
　
　
　
　
　
　

を
置
く
事

は
非
常
に
難
し
い
。
し
か
し
、

町
と
し
て
は
、
集
落
再
生
に

意
欲
的
に
取
り
組
む
集
落
に

つ
い
て
集
落
再
生
プ
ラ
ン
作

り
、
耕
作
放
棄
地
の
解
消
・

有
害
鳥
獣
対
策
・
空
き
家
の

斡
旋
等
集
落
の
住
民
に
話
し

合
っ
て
頂
き
、
町
は
必
要
に

応
じ
て
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

等
を
派
遣
す
る
。

　
　
　
彩
り
公
園
内
に
、
ヘ

　
　
　
リ
ポ
ー
ト
基
地
が
あ

る
が
、
路
面
の
状
況
が
非
常

に
悪
く
、
ま
た
、
彩
り
公
園

を
美
し
く
す
る
会
の
会
員
が

草
刈
り
等
し
、
管
理
を
し
て

く
れ
て
い
る
が
、
間
隔
が
あ

る
た
め
草
も
大
き
く
な
る
。

　
救
急
患
者
が
で
き
、
防
災

ヘ
リ
を
要
請
し
て
も
ヘ
リ
ポ

ー
ト
基
地
が
こ
の
よ
う
な
状

態
で
は
、
ス
ト
レ
ッ
チ
ャ
ー

に
患
者
を
乗
せ
て
運
ぶ
こ
と

は
困
難
か
と
思
わ
れ
る
。
そ

れ
と
取
合
道
も
凸
凹
が
で
き
、

通
行
に
支
障
を
き
た
し
て
い

る
。
ヘ
リ
ポ
ー
ト
と
併
せ
て

コ
ン
ク
リ
ー
ト
舗
装
等
の
整

備
を
早
期
に
実
施
す
る
考
え

は
な
い
か
。

　
　
　
　
　
　
　

本
町
の
場

　
　
　
　
　
　
　

合
、
県
道

の
正
木
峠
が
、
整
備
さ
れ
る

と
ヘ
リ
を
要
請
し
て
い
る
間

に
日
赤
病
院
等
へ
行
く
場
合

近
距
離
に
な
る
の
で
、
ヘ
リ

基
地
の
利
用
頻
度
が
非
常
に

低
い
、
将
来
も
非
常
に
低
い

頻
度
に
な
る
の
で
な
い
か
と

言
う
事
、
現
在
の
と
こ
ろ
補

助
事
業
が
な
い
、
過
疎
債
も

利
用
頻
度
が
低
い
た
め
対
象

と
な
ら
な
い
、
今
実
施
す
れ

ば
純
町
費
と
言
う
事
に
な
る
。

こ
れ
ら
を
考
え
る
と
一
考
を

要
す
る
と
思
っ
て
お
り
、
こ

れ
ら
を
含
め
て
今
後
検
討
し

た
い
と
思
っ
て
い
る
。

52万6千円

3億8,277万8千円

追加補正額

総額

国民健康保険（事業勘定）

臨
時
会
・
定
例
会
の
主
な
質
疑

　
20
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
案
に

有
機
農
業
支
援
対
策
と
し
て
740
万
円

の
修
正
動
議
案
。

　
21
年
度
一
般
会
計
当
初
予
算
案
に

有
機
農
業
支
援
対
策
と
し
て
１，
０

２
０
万
円
の
修
正
動
議
案
。

　
い
ず
れ
も
１
対
６
で
否
決
。

　
有
機
農
業
は
、
上
勝
の
新
し
い
産

業
と
し
て
期
待
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ

を
積
極
的
に
支
援
し
よ
う
と
い
う
の

は
否
決
議
員
も
同
様
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
修
正
案
で
は
、
有
機
農

業
推
進
協
議
会
と
の
話
し
合
い
も
行

な
わ
れ
て
い
な
い
。
堆
肥
製
造
を
す

る
に
し
て
も
ど
れ
ぐ
ら
い
の
規
模
が

必
要
か
も
検
討
さ
れ
て
い
な
い
。

　
ま
た
、
町
単
独
事
業
で
行
う
よ
り

も
補
助
事
業
を
利
用
し
た
方
が
町
の

負
担
が
少
な
い
。
国
で
は
農
業
振
興

の
た
め
の
新
規
事
業
を
予
定
し
て
い

る
。

　
こ
れ
ら
を
総
合
的
に
検
討
し
、
協

議
会
等
と
話
し
合
っ
た
上
で
、
確
実

な
予
算
案
を
出
し
た
方
が
よ
い
と
い

う
こ
と
で
修
正
案
は
否
決
さ
れ
た
。

問

答

町
長

答

町
長

問

５ 議会だより かみかつ 33　 ４議会だより議会だより かみかつかみかつ 30 30号 ４議会だより かみかつ 33号

放任遊休地を活用し
集落の再生を

一 般 質 問

片 山 文 昭 議員

町政町政を問う問う町政を問う
３月定例会の一般質問には
５人が質問しました。

彩
り
公
園
内
の

ヘ
リ
ポ
ー
ト
の
整
備
は



７ 議会だより かみかつ 33号 ６議会だより かみかつ 33号

有
機
農
業
に
具
体
的

支
援
を

　
　
　
臨
時
交
付
金
の
基
金

　
　
　
を
使
い
有
機
肥
料
製

造
設
備
を
つ
く
り
指
定
管
理

方
式
で
運
用
し
て
は
。

議
員
提
案
は
、
シ
ス
テ
ム
的

に
は
可
能
だ
が
農
家
の
需
要

・
維
持
費
・
規
模
な
ど
検
討

が
必
要
。
推
進
協
議
会
等
と

協
議
し
す
す
め
る
。

　
　
　
Ｊ
Ａ
Ｓ
認
定
取
得
者

　
　
　
に
報
奨
金
を
支
給
し

激
励
す
る
よ
う
に
し
て
は
ど

う
か
。

Ｊ
Ａ
Ｓ
の
メ
リ
ッ
ト
等
、
情

報
が
得
ら
れ
て
い
な
い
。
熱

心
に
研
究
し
て
い
る
が
、
こ

こ
ま
で
や
る
人
は
本
当
に
い

る
の
か
状
況
を
見
て
検
討
す

る
。

　
　
　
こ
の
事
業
も
、
有
害

　
　
　
鳥
獣
か
ら
の
防
護
が

不
可
欠
。
囲
い
材
料
を
補
助

す
べ
き
で
は
な
い
か
。

集
落
単
位
で
実
施
し
た
い
。

21
年
度
補
助
事
業
と
し
て
500

万
円
で
防
護
柵
材
料
費
の
90

％
を
補
助
す
る
。

　
　
　
町
は
そ
の
他
に
支
援

　
　
　
策
を
考
え
て
い
る
か
。

国
の
補
助
金
で
前
年
同
様
、

堆
肥
製
造
・
栽
培
・
販
売
ま

で
の
シ
ス
テ
ム
構
築
が
必
要

だ
。

彩
り
産
業
の
現
状
と

発
展
の
方
向
を
問
う

　
　
　
農
家
は
約
16
万
円
を

　
　
　
投
資
し
、
パ
ソ
コ
ン

を
新
規
購
入
し
た
。
そ
の
効

果
は
、
売
り
上
げ
と
農
家
所

得
は
増
え
た
か
。

パ
ソ
コ
ン
を
更
新
し
１
年
半

た
っ
た
、
パ
ソ
コ
ン
件
数
は

58
か
ら
122
に
な
っ
た
。
農
家

数
は
204
戸
か
ら
４
戸
増
え
た
。

売
り
上
げ
は
19
年
は
前
年
対

比
で
８
％
伸
び
た
。
こ
れ
は
、

香
酸
柑
橘
・
葉
ワ
サ
ビ
と
一

休
茶
屋
の
売
り
上
げ
を
入
れ

た
た
め
だ
。
農
家
所
得
は
解

ら
な
い
。

　
　
　
彩
で
生
活
で
き
る
農

　
　
　
家
は
、
何
パ
ー
セ
ン

ト
か
。
収
入
ラ
ン
ク
別
農
家

数
を
問
う
。

町
の
認
定
農
家
の
基
準
は
大

体
280
万
円
で
あ
る
。
こ
れ
で

考
え
て
300
万
円
以
上
の
収
入

が
あ
る
農
家
は
19
年
度
に
お

い
て
大
体
１
割
、
20
戸
程
度

だ
。
ま
た
、
売
り
上
げ
100
万

円
以
上
は
３
割
、
未
満
は
７

割
だ
。
総
農
家
数
は
401
戸
、

う
ち
彩
り
農
家
は
208
戸
だ
。

高
齢
者
い
じ
め
を
改

め
福
祉
増
進
を

　
　
　
﹁
テ
レ
ビ
イ
ン
タ
ー

　
　
　
ネ
ッ
ト
﹂
は
誰
一
人

し
て
い
な
い
。
ネ
ッ
ト
接
続

料
を
通
帳
引
き
落
と
し
さ
せ

て
い
る
。
高
齢
者
に
冷
酷
、

無
謀
だ
。
直
ち
に
交
渉
し
是

正
す
べ
き
だ
。

　
　
　
　
　
　
　

Ｉ
Ｒ
Ｕ
契

　
　
　
　
　
　
　

約
の
期
限

は
あ
と
７
年
。
契
約
が
切
れ

る
１
年
前
に
は
決
め
る
。

　
　
　
役
場
の
パ
ソ
コ
ン
55

　
　
　
台
を
全
部
更
新
し
よ

う
と
し
て
い
る
。︵
予
算
は
１，

６
０
０
万
円
︶こ
れ
を
中
止
し
、

高
齢
者
の
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
・

サ
ー
ビ
ス
︵
テ
レ
ビ
を
見
る

費
用
︶
補
助
に
当
て
る
べ
き

だ
。

　
　
　
　
　
　
　

不
況
で
メ

　
　
　
　
　
　
　

ー
カ
ー
在

庫
が
増
え
安
く
買
え
る
。
ユ

ニ
バ
ー
サ
ル
・
サ
ー
ビ
ス
に

は
ま
わ
せ
な
い
。

　
　
　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
タ
ク

　
　
　
シ
ー
は
200
円
上
が
っ

た
ま
ま
だ
。
町
は
補
助
金
を

出
し
て
高
齢
者
負
担
を
軽
減

す
べ
き
だ
。

　
　
　
　
　
　
　

タ
ク
シ
ー

　
　
　
　
　
　
　

料
金
は
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
た
め
半
額
だ
。

補
助
の
考
え
は
な
い
。
高
齢

者
は
若
者
よ
り
さ
ま
ざ
ま
な

年
金
が
あ
り
お
金
を
持
っ
て

い
る
。
本
当
に
困
っ
た
人
は

生
活
保
護
が
も
ら
え
る
。

中
学
校
卒
業
ま
で

医
療
費
無
料
化
を

　
　
　

神
山
、
佐
那
河
内
、

　
　
　

阿
南
市
な
ど
、
周
辺

自
治
体
で
も
、
ま
た
全
国
で

も
、
群
馬
県
は
全
県
下
無
料

化
し
た
。
是
非
無
料
化
に
踏

み
切
る
べ
き
時
だ
。

中
学
校
卒
業
時
ま
で
拡
大
す

る
と
追
加
費
用
は
78
万
円
位
。

若
者
定
住
へ
の
効
果
を
見
す

え
視
野
に
入
れ
る
。

　
　
　
２
月
広
報
で
呼
び
か

　
　
　
け
た
チ
ッ
プ
用
木
材

キ
ロ
３
円
の
持
ち
込
み
は
、

現
在
ま
で
に
︵
３
月
時
点
︶

ど
れ
ぐ
ら
い
あ
っ
た
か
。

１
件
、
２
万
３，
９
３
０
キ
ロ

だ
。

　
　
　
21
年
度
の
入
手
先
及

　
　
　
び
供
給
量
の
予
定
は
。

入
手
先
は
従
来
ど
お
り
だ
が

本
年
度
は
美
し
い
森
林
づ
く

り
整
備
交
付
事
業
の
活
用
で

道
路
周
辺
の
間
伐
材
を
㈱
も

く
さ
ん
が
搬
出
す
る
と
い
う

事
業
を
行
う
。

　
ま
た
、
町
単
で
間
伐
材
持

ち
込
み
に
、
キ
ロ
当
た
り
２

円
補
助
を
し
て
、
キ
ロ
５
円

に
な
る
。
今
後
広
報
紙
に
掲

載
し
て
住
民
に
浸
透
さ
せ
て

い
き
た
い
。
供
給
量
は
600
ト

ン
を
目
標
に
し
て
い
る
。

学
童
保
育
を
高
鉾
公

民
館
に
移
転
し
て
は

　
　
　
学
童
保
育
は
老
人
福

　
　
　
祉
セ
ン
タ
ー
に
入
っ

て
い
る
が
、
下
水
が
詰
ま
っ

て
風
呂
場
に
黒
い
水
が
溜
ま

っ
て
い
る
。
修
繕
は
大
が
か

り
に
な
る
と
い
う
こ
と
で
、

そ
の
ま
ま
に
な
っ
て
い
る
。

今
回
高
鉾
公
民
館
を
改
築
、

も
し
く
は
新
築
す
る
と
い
う

案
が
出
て
い
る
。
学
童
保
育

も
そ
ち
ら
へ
移
転
す
れ
ば
良

い
の
で
は
な
い
か
。

　
　
　
　
　
　
　

原
因
は
繊

　
　
　
　
　
　
　

維
く
ず
が

詰
ま
っ
て
い
る
の
だ
が
、
鉄

管
を
掘
り
返
す
の
で
相
当
お

金
が
か
か
る
。

　
そ
の
他
、
雨
降
り
等
に
別

の
畳
の
部
屋
を
使
用
し
た
い

と
い
う
話
も
あ
る
。

　
移
転
先
で
一
番
い
い
の
は

学
校
の
校
庭
内
だ
が
、
承
諾

が
得
ら
れ
な
か
っ
た
。

　
慎
重
に
検
討
し
て
い
き
た

い
。

　
　
　
遺
伝
子
組
換
え
食
品

　
　
　
は
子
孫
が
絶
え
る
可

能
性
、
ま
た
ア
レ
ル
ギ
ー
の

危
険
性
も
あ
る
こ
と
が
解
っ

て
き
た
。

　
遺
伝
子
組
換
え
食
品
は
給

食
に
使
わ
れ
て
い
る
の
か
。

食
材
の
注
文
時
に
遺
伝
子
組

換
え
食
品
で
な
い
も
の
を
指

定
し
、
納
入
時
に
表
示
の
確

認
も
し
て
い
る
。
今
後
も
組

換
え
食
材
は
使
用
し
な
い
よ

う
努
め
た
い
。

　
　
　
偽
装
表
示
が
多
い
の

　
　
　
で
表
示
を
信
じ
て
い

て
は
手
遅
れ
に
な
る
。
例
え

ば
、
大
豆
、
小
麦
粉
、
片
栗

な
ど
は
国
産
で
な
け
れ
ば
殆

ど
が
遺
伝
子
組
換
え
だ
。
で

き
る
だ
け
予
防
手
段
を
と
っ

て
ほ
し
い
。

国
内
産
に
な
る
と
高
額
に
な

る
も
の
が
多
い
の
で
難
し
い

面
も
あ
る
が
、
上
部
団
体
等

の
協
力
も
得
な
が
ら
、
で
き

る
だ
け
遺
伝
子
組
換
え
で
な

い
食
品
を
使
っ
て
い
き
た
い
。

い
っ
き
ゅ
う
茶
屋
の

２
階
の
経
営
は

　
　
　
い
っ
き
ゅ
う
茶
屋
２

　
　
　
階
の
過
去
５
年
間
の

経
営
状
況
を
教
え
て
ほ
し
い
。

利
用
者
は
　
年
が
１
万
３，
４

１
４
人
、
20
年
が
１
万
４，
８

４
０
人
で
１，
４
２
６
人
増
加
。

売
り
上
げ
は
600
万
円
程
度
で

大
き
く
は
伸
び
て
い
な
い
。

赤
字
経
営
と
な
る
可
能
性
も

あ
る
。

　
詳
細
な
数
字
は
個
人
情
報

に
な
る
の
で
公
表
で
き
な
い
。

　
　
　
い
っ
き
ゅ
う
茶
屋
運

　
　
　
営
協
議
会
が
報
告
を

す
べ
て
出
す
こ
と
に
な
っ
て

い
る
。
内
容
を
発
表
す
る
の

が
当
然
で
は
な
い
か
。

２
階
は
協
議
会
の
会
員
が
経

営
し
て
い
る
の
で
個
々
の
所

得
と
な
っ
て
く
る
の
で
公
表

し
な
い
で
く
れ
と
い
う
要
望

だ
。
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上勝の大豆でとうふを作ろう

チ
ッ
プ
用
木
材
が

キ
ロ
５
円
に渡 部 厚 子 議員

ハコモノ行政から福祉へ

明 本 惠 一 議員

！

給食に遺伝子組換え
食品の混入は
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上
勝
町
と
し
て
定
住

　
　
　
政
策
は
必
要
と
思
う

が
ど
の
よ
う
な
方
策
を
考
え

て
い
る
か
。

　
　
　
　
　
　
　

都
市
部
で

　
　
　
　
　
　
　

は
た
く
さ

ん
の
住
宅
ス
ト
ッ
ク
が
あ
る

が
、
上
勝
に
は
不
動
産
屋
が

な
い
た
め
自
ら
建
設
を
行
い

後
も
運
営
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
る
。

　
　
　
空
き
住
宅
の
斡
旋
等

　
　
　
必
要
と
思
わ
れ
る
が

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

　
　
　
　
　
　
　

空
き
住
宅

　
　
　
　
　
　
　

の
斡
旋
に

つ
い
て
は
今
ま
で
何
件
か
は

町
の
職
員
も
紹
介
し
、
地
域

の
人
た
ち
に
も
斡
旋
を
し
て

い
た
だ
い
た
。
又
、
民
間
同

士
が
取
り
引
き
し
、
移
住
し

て
い
た
だ
い
て
い
る
ケ
ー
ス

も
あ
る
。

　
空
き
家
と
か
農
地
は
個
人

資
産
な
の
で
非
常
に
難
し
い

が
集
落
再
生
と
絡
め
、
町
職

員
か
、
第
３
セ
ク
タ
ー
で
す

る
の
か
、
ど
こ
ま
で
や
る
べ

き
か
を
決
め
て
体
制
を
整
え

て
い
き
た
い
。

　
　
　
宅
地
造
成
、
住
宅
用

　
　
　
地
等
の
斡
旋
は
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

　
　
　
　
　
　
　

１
戸
、
２

　
　
　
　
　
　
　

戸
の
開
発

は
難
し
い
。
過
去
に
福
川
、

南
岡
も
紹
介
い
た
だ
い
て
で

き
た
。
場
所
が
あ
れ
ば
紹
介

を
い
た
だ
き
集
落
再
生
の
か

た
ち
で
宅
地
造
成
も
考
え
て

い
き
た
い
。

　
　
　
３
事
業
の
水
道
一
本

　
　
　
化
は
ど
の
よ
う
に
流

れ
て
い
く
の
か
。

厚
生
労
働
省
の
通
達
︵
19
年

６
月
︶
で
統
合
す
る
よ
う
指

導
が
あ
り
、
町
内
の
東
簡
水
、

西
簡
水
、
い
っ
き
ゅ
う
簡
水

と
南
岡
地
区
水
道
組
合
で
事

業
統
合
し
、
一
本
化
す
る
統

合
計
画
書
を
策
定
し
て
21
年

度
中
に
提
出
す
る
。
こ
の
統

合
は
管
の
接
続
で
な
く
、
管

理
運
営
は
町
が
行
う
の
と
料

金
の
統
一
化
で
現
在
で
も
ほ

と
ん
ど
出
来
て
い
る
。

　
　
　
傍
示
の
集
落
内
で
水

　
　
　
道
の
恩
恵
が
受
け
ら

れ
な
い
。
特
認
事
業
等
の
道

は
な
い
の
か
。

先
程
の
統
合
計
画
書
に
基
づ

い
て
区
域
内
で
の
加
入
要
望

戸
数
、
補
助
金
の
枠
、
町
財

源
等
の
条
件
が
必
要
で
あ
る
。

　
　
　
上
勝
町
で
農
業
を
始

　
　
　
め
る
人
に
、
ど
の
よ

う
な
補
助
制
度
が
あ
る
か
。

１
、
開
墾
費
用
に
は
補
助
制

度
は
な
い
。

２
、
園
内
作
業
道
に
は
、
事

業
費
50
万
円
以
上
で
３
戸
以

上
、
県
30
％
、
町
10
％
、
の

補
助
が
あ
る
。
今
年
１
件
受

付
し
た
。

３
、
農
業
機
械
等
に
つ
い
て

は
、
産
業
課
へ
問
合
わ
せ
を
。

４
、
異
業
種
か
ら
の
参
入
に

つ
い
て
は
、
導
入
費
の
30
％

以
内
、
50
万
円
の
ど
ち
ら
か

低
い
額
。

５
、
香
酸
柑
橘
の
苗
木
補
助

は
、
認
定
農
業
者
は
80
％
、

一
般
は
50
％
。

６
、
い
ろ
ど
り
苗
木
の
補
助

は
、
２
万
円
以
上
、
詳
し
く

は
広
報
４
月
号
を
。

７
、
住
宅
希
望
者
は
、
建
設

課
へ
問
合
わ
せ
を
。

８
、
作
物
に
つ
い
て
は
町
に

指
導
者
は
い
な
い
の
で
、
い

ろ
ど
り
支
援
セ
ン
タ
ー
・
県

農
業
支
援
セ
ン
タ
ー
・
Ｊ
Ａ

か
、
県
東
部
農
林
水
産
局
へ

問
合
わ
せ
を
。

９
、
先
進
地
視
察
に
つ
い
て

は
、
旅
費
の
100
％
以
内
で
支

援
し
て
い
る
。

10
、
国
、
県
の
補
助
事
業
に

つ
い
て
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
見
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
鳥
獣
害
対
策
の
防
止

　
　
　
柵
の
補
助
は
。

町
で
は
、
ど
の
よ
う
な
柵
を

作
る
か
は
未
定
だ
が
、
今
年

度
、
材
料
費
と
し
て
500
万
円

を
予
定
し
て
い
る
。

こ
れ
は
、
国
が
１
／
２
、
町

が
４
／
10
、
地
元
が
１
／
10

負
担
し
、
柵
は
集
落
単
位
で

設
置
し
、
維
持
管
理
は
地
元

で
す
る
。

　
ど
の
よ
う
な
計
画
を
た
て

て
い
る
か
公
募
し
た
い
。

　
　
　
町
道︵
２
級
そ
の
他
︶

　
　
　
の
草
刈
は
高
齢
化
社

会
に
よ
り
、
草
刈
維
持
作
業

等
が
難
し
く
な
る
と
思
わ
れ

る
が
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い

る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　

修
路
工
夫

　
　
　
　
　
　
　

さ
ん
、
環

境
管
理
員
さ
ん
は
人
事
の
関

係
で
お
か
な
い
。
こ
こ
２
〜

３
年
は
国
の
緊
急
雇
用
対
策

事
業
を
活
用
し
、
町
道
の
維

持
補
修
を
お
こ
な
う
。
そ
の

後
に
つ
い
て
は
地
域
の
方
か
、

建
設
業
者
に
委
託
か
、
何
ら

か
の
方
法
を
検
討
す
る
。

鳥獣害防止柵公営住宅予定（旧老人ホーム）

答

建
設
課
長

答

建
設
課
長

答

産
業
課
長

答

産
業
課
長

問

問

問

問

問

問

問

問

答

町
長

答

町
長

答

町
長

答

町
長

農業を始める人に支援は

鹿 島 國 男 議員藤 田 欣 宏 議員

定
住
政
策
を
た
ず
ね
る

町
道
の
草
刈

簡
易
水
道
の
一
本
化
計
画

鳥
獣
害
対
策
は
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治山事業（樫原谷川） パソコン教室（月ヶ谷温泉）

きもので遊山（旭）朝採り上勝野菜の販売（小松島）

　
五
月
雨
を
あ
つ
め
て

　
　
　
　

早
し
最
上
川

　
若
葉
が
映
え
る
時
期
で
す
。

　
平
成
21
年
一
般
会
計
予
算

26
億
円
余
り
景
気
対
策
と
し

て
大
き
な
予
算
と
な
り
ま
し

た
。
百
年
に
一
度
の
経
済
不

況
の
中
で
い
か
に
本
町
を
活

性
化
で
き
る
か
が
重
要
な
事

で
す
。

　
初
夏
に
向
か
っ
て
、
体
に

気
を
つ
け
て
が
ん
ば
っ
て
下

さ
い
。            

︵
阪
松
︶

発行／上勝町議会  〒771-4501 徳島県勝浦郡上勝町福原   ☎ 0885（46）0111  IP 050-3438-8071   編集／議会広報調査特別委員会   印刷／鳥海印刷㈲

写真で紹介写真で紹介写真で紹介

この広報紙は再生紙を使用しています。
10


